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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリプロピレン、アルケニル芳香族化合物に由来する少なくとも１つのブロックと、共
役ジエンに由来し、脂肪族不飽和基含量が水素化により低減される少なくとも一つのブロ
ックと、を有する水素化ブロックコポリマー、３～６重量％の高密度ポリエチレン、加工
油、ならびに分子量が４００００以上であるポリジアルキルシロキサン、シリカと結合し
た分子量が４００００以上であるポリジアルキルシロキサン、またはそれらの組合せを含
む３重量％以上の表面改質剤を含み、重量％は組成物の総重量に基づいており、
　前記加工油が、組成物の総重量に基づいて５～１０重量％の量で存在し、
　前記ポリプロピレンは、組成物の総重量を基礎にして２０～３０重量％の量で存在し、
　前記水素化ブロックコポリマーは、組成物の総重量に基づいて５０～６０重量％の量で
存在する、熱可塑性ポリプロピレン組成物。
【請求項２】
　前記ポリプロピレンは、コポリマーである、請求項１に記載の熱可塑性ポリプロピレン
組成物。
【請求項３】
　前記ポリプロピレンは、粉末化またはペレット化ポリプロピレンを用いて、２．１６キ
ログラムの負荷および２３０℃の温度で、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８により測定した場合に１
０分当たり６０～１２００グラムのメルトフローレートを有する、請求項２に記載の熱可
塑性ポリプロピレン組成物。
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【請求項４】
　前記水素化ブロックコポリマーは、水素化ブロックコポリマーの総重量に基づいて１～
約３０重量％のアルケニル芳香族含量を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載の熱
可塑性ポリプロピレン組成物。
【請求項５】
　前記表面改質剤は、シリカと結合した分子量が４００００以上であるポリジアルキルシ
ロキサンを含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の熱可塑性ポリプロピレン組成物。
【請求項６】
　前記水素化ブロックコポリマーは、スチレン－（エチレン－ブチレン）－スチレンコポ
リマーと、スチレン－（エチレン－プロピレン）－スチレンコポリマーとの組み合わせを
含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の熱可塑性ポリプロピレン組成物。
【請求項７】
　２０～３０重量％のポリプロピレンおよび５０～６０重量％の水素化ブロックコポリマ
ーを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の熱可塑性ポリプロピレン組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の熱可塑性ポリプロピレン組成物をスラッシュ成形
する工程を含む、物品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　熱可塑性ポリオレフィン組成物は、ポリ塩化ビニル、熱可塑性ポリウレタンおよび／ま
たは再利用ポリマーの加工物品のための代替材料として積極的に追求されている。自動車
分野では、熱可塑性ポリオレフィン組成物は、内部被覆部材、例えばインストルメントパ
ネルスキン、ドアパネル、エアバッグカバーおよびシートカバーといった物品の加工のた
めに用いられている。これらの物品の多くは、複雑な表面特性、例えば輪郭線および幾何
学的工業的粒子を伴う表面外観およびデザインを有する。
【背景技術】
【０００２】
　回転金型を含む回転成形方法は、種々の成形品の製造に有用であることが判明している
。スラッシュ成形は、回転成形の一型であり、この場合、回転金型の全内表面が加熱され
るわけではない。すなわち、スラッシュ成形方法では、予熱金型が、非加熱ポリマー粉末
を保持する容器と連続的に接触している。ポリマー粉末が加熱金型表面と接触すると融解
し、金型の全面を満たす。したがって、金型表面の関連部分は、成形されるポリマーにお
いて望ましい融解粘度を得るのに十分な温度に加熱されなければならない。
【０００３】
　スラッシュ成形方法は、複雑な表面特性を有する成形品の製造のために特に有益である
ことが判明している。理想的には、スラッシュ成形組成物は、良好なメルトフロー（成形
温度で低融解粘度）を有することを必要とし、スラッシュ成形温度での劣化がほとんどま
たは全く生じないことを必要とする。成形品の表面が、物品の使用に伴う磨滅に耐え得る
、ということは重要である。詳細には、成形品が強健な引掻き特性および傷付き特性を有
する、ということは不可欠である。
【０００４】
　したがって、良好なメルトフローを有し、成形中にほとんどまたは全く劣化せず、良好
な引掻き特性および傷付き特性を有する熱可塑性ポリオレフィン組成物が、当該技術分野
で必要とされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　以下の図面および詳細な説明により、上記およびその他の特徴を例示する。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　一実施形態では、本開示の組成物は、ポリプロピレン、水素化ブロックコポリマー、３
～６重量％（ｗｔ％）の高密度ポリエチレン、５～１０ｗｔ％の加工油、および超高分子
量のポリジアルキルシロキサン、シリカと結合した超高分子量のポリジアルキルシロキサ
ン、ポリオレフィンシロキサンまたはそれらの組合せを含む少なくとも３ｗｔ％の表面改
質剤を含み、重量％は組成物の総重量に基づいている。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　ここで、例示的実施形態である図面を参照するが、同一の要素には同一の番号が付され
る。
【０００８】
　図１～４は、以下で考察されるような実施例において実施される試験の結果を実証する
図面を含む。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　引掻きおよび傷付きに対する良好な抵抗性を有するスラッシュ成形組成物が、長きに亘
って探し求められてきた。表面改質添加剤が先ず開発されて、引掻きおよび傷付き問題に
取り組んだところ、引掻き耐性および傷付き耐性は強く且つ長期間存続されるべきである
、ということが確認された。本明細書中で示されるように、引掻き耐性および傷付き耐性
は、表面改質添加剤を用いることの必然的結果であるというわけではない。表面改質添加
剤の作用は熱可塑性ポリオレフィン組成物に特異的であり、熱可塑性ポリオレフィン組成
物中で働くと期待された表面改質添加剤は、実際、以下でさらに説明され、記載されるよ
うに、不首尾に終わった。引掻き耐性および傷付き耐性のためには、表面改質剤は単独で
は不十分であり、高密度ポリエチレンが必要とされる、ということがさらに見出された。
【００１０】
　ポリプロピレンは、ホモポリプロピレンまたはポリプロピレンコポリマーであり得る。
ポリプロピレンおよびゴムのコポリマーまたはブロックコポリマーは、時として衝撃性改
質ポリプロピレンと呼ばれる。このようなコポリマーは典型的には異相性であり、非晶相
および結晶相の両方を有するために十分に長い各構成成分のセクションを有する。さらに
、ポリプロピレンは、ホモポリマーおよびコポリマーの組合せ、異なる融解温度を有する
ホモポリマーの組合せ、または異なるメルトフローレートを有するホモポリマーの組合せ
を含んでもよい。
【００１１】
　一実施形態では、ポリプロピレンは、結晶ポリプロピレン、例えばアイソタクチックポ
リプロピレンを含む。結晶ポリプロピレンは、２０％以上の、詳細には２５％以上の、よ
り詳細には３０％以上の結晶度含量を有するポリプロピレンと定義される。結晶度は、（
ＤＳＣ）により測定可能である。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、ポリプロピレンは、１３４℃以上、詳細には、１４０℃以上
、より詳細には、１４５℃以上の融解温度を有する。
【００１３】
　ポリプロピレンは、６０～１２００グラム／１０分（ｇ／１０ｍｉｎ）のメルトフロー
レート（ＭＦＲ）を有する。この範囲内で、メルトフローレートは、７０ｇ／１０ｍｉｎ
以上としてもよい。また、この範囲内で、メルトフローレートは、６００ｇ／１０ｍｉｎ
以下、詳細には４００ｇ／１０ｍｉｎ以下、より詳細には２００ｇ／１０ｍｉｎ以下とし
てもよい。メルトフローレートは、２．１６キログラムの荷重かつ２３０℃の温度で、粉
末化またはペレット化ポリプロピレンを用いて、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８によって測定され
得る。
【００１４】
　熱可塑性ポリオレフィン組成物は、組成物の総重量に基づいて２０～３０重量％のポリ
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プロピレンを含む。この範囲内で、ポリプロピレンの量は、２２重量％以上であり得る。
また、この範囲内で、ポリプロピレンの量は、２７重量％以下、または２５重量％以下で
あり得る。
【００１５】
　水素化ブロックコポリマーは、（Ａ）アルケニル芳香族化合物に由来する少なくとも１
つのブロック、および（Ｂ）共役ジエンに由来する少なくとも１つのブロックを含むコポ
リマーであり、ブロック（Ｂ）中の脂肪族不飽和基含量は水素化により低減される。ブロ
ック（Ａ）および（Ｂ）の配列は、線状構造、および分枝鎖を有するいわゆる放射状テレ
ブロック構造を含む。
【００１６】
　これらの構造の好ましいものは、ジブロック（Ａ－Ｂブロック）構造、トリブロック（
Ａ－Ｂ－ＡブロックまたはＢ－Ａ－Ｂブロック）構造、テトラブロック（Ａ－Ｂ－Ａ－Ｂ
ブロック）構造およびペンタブロック（Ａ－Ｂ－Ａ－Ｂ－ＡブロックまたはＢ－Ａ－Ｂ－
Ａ－Ｂブロック）構造を包含する線状構造、ならびにＡおよびＢの合計で６個以上のブロ
ックを含有する線状構造である。さらに好ましいものは、ジブロック構造、トリブロック
構造およびテトラブロック構造であり、Ａ－Ｂジブロック構造およびＡ－Ｂ－Ａトリブロ
ック構造が特に好ましい。
【００１７】
　ブロック（Ａ）を提供するアルケニル芳香族化合物は、次式により表される。
【化１】

【００１８】
　式中、Ｒ２およびＲ３は、各々独立して、水素原子、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ２～Ｃ
８アルケニル基等を表し、Ｒ４およびＲ８は、各々独立して、水素原子、Ｃ１～Ｃ８アル
キル基、塩素原子、臭素原子等を表し、Ｒ５～Ｒ７は、各々独立して、水素原子、Ｃ１～
Ｃ８アルキル基、Ｃ２～Ｃ８アルケニル基等を表すか、あるいはＲ４およびＲ５は中央芳
香族環と共にナフチル基を形成するか、またはＲ５およびＲ６は中央芳香族環と共にナフ
チル基を形成する。
【００１９】
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　アルケニル芳香族化合物の具体例としては、スチレン、ｐ－メチルスチレン、アルファ
－メチルスチレン、ビニルキシレン、ビニルトルエン、ビニルナフタレン、ジビニルベン
ゼン、ブロモスチレン、クロロスチレン等、および前記アルケニル芳香族化合物のうちの
少なくとも１つを含む組合せが挙げられる。これらのうち、スチレン、アルファ－メチル
スチレン、ｐ－メチルスチレン、ビニルトルエンおよびビニルキシレンが好ましく、スチ
レンがさらに好ましい。
【００２０】
　共役ジエンの具体例としては、１，３－ブタジエン、２－メチル－１，３－ブタジエン
、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン、１，３－ペンタジエン等が挙げられる。それ
らの間で好ましいものは、１，３－ブタジエンおよび２－メチル－１，３－ブタジエンで
あり、１，３－ブタジエンがさらに好ましい。
【００２１】
　共役ジエンのほかに、水素化ブロックコポリマーは、ごく一部の低級オレフィン系炭化
水素、例えばエチレン、プロピレン、１－ブテン、ジシクロペンタジエン、非共役ジエン
等を含有してもよい。
【００２２】
　アルケニル芳香族含量は、水素化ブロックコポリマーの総重量に基づいて１～約３０重
量％であってよい。この範囲内で、アルケニル芳香族含量は５重量％以上であるか、また
は１０重量％以上であり得る。また、この範囲内で、アルケニル芳香族含量は、２０重量
％以下、または１５重量％以下であり得る。
【００２３】
　水素化ブロックコポリマー主鎖における共役ジエンの組込み様式に関して、特定の制限
はない。例えば、共役ジエンが１，３－ブタジエンである場合、約１％～約９９％が１，
２－付加、残りが１，４－付加であってよい。
【００２４】
　水素化ブロックコポリマーは、好ましくは、共役ジエン由来の脂肪族鎖部分における不
飽和結合の５０％未満、好ましくは２０％未満、より好ましくは１０％未満が還元されな
いままであるような程度に水素化される。アルケニル芳香族化合物由来の芳香族不飽和結
合は、約２５％までの程度に水素化してもよい。
【００２５】
　水素化ブロックコポリマーは、好ましくは、ポリスチレン標準を用いてゲル浸透クロマ
トグラフィー（ＧＰＣ）により測定した場合、約５０００～約５０００００ＡＭＵの数平
均分子量を有する。この範囲内で、数平均分子量は、好ましくは少なくとも約１００００
ＡＭＵ、より好ましくは少なくとも約３００００ＡＭＵ、さらに好ましくは少なくとも約
４５０００ＡＭＵであってよい。また、この範囲内で、数平均分子量は、好ましくは約３
０００００ＡＭＵまで、より好ましくは約２０００００ＡＭＵまで、さらに好ましくは約
１５００００ＡＭＵまでであってよい。
【００２６】
　ＧＰＣにより測定した場合の水素化ブロックコポリマーの分子量分布は、特に限定しな
い。コポリマーは、数平均分子量に対する重量平均分子量のあらゆる比率を有してもよい
。
【００２７】
　これらの水素化ブロックコポリマーのいくつかは、結晶度を持つ水素化共役ジエンポリ
マー鎖を有する。水素化ブロックコポリマーの結晶度は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）、
例えばＤＳＣ－ＩＩモデル（Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ　Ｃｏ．製）を用いることにより
測定可能である。融解熱は、例えば窒素のような不活性ガス雰囲気中での１０℃／分の加
熱速度により測定可能である。例えば、試料は、推定融点を上回る温度に加熱され、１０
℃／分の速度で温度を下げることにより冷却され、約１分間放置されて、次に１０℃／分
の速度で再び加熱される、といったことが可能である。
【００２８】
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　水素化ブロックコポリマーは、あらゆる結晶度を有してもよい。結果的に生じる樹脂組
成物の機械強度の均衡の点からみて、上記の手法により測定する場合、約－４０℃～約２
００℃の融点を有するか、または明確な融点を有さない（すなわち、非結晶性を有する）
水素化ブロックコポリマーが好ましい。より好ましくは、水素化ブロックコポリマーは、
少なくとも約０℃、さらに好ましくは、少なくとも約２０℃、よりさらに好ましくは、少
なくとも約５０℃の融点を有する。
【００２９】
　水素化ブロックコポリマーは、任意のガラス転移温度（Ｔｇ）を持つ水素化共役ジエン
ポリマー鎖を有してもよい。結果的に生じる樹脂組成物の低温衝撃強さの見地から、好ま
しくは、約０℃まで、より好ましくは約－１２０℃までのＴｇを有する。コポリマーのガ
ラス転移温度は、前記のＤＳＣ方法により、または機械的分光計で観察した場合の温度変
化に向かう粘弾性挙動から測定可能である。
【００３０】
　特に好ましい水素化ブロックコポリマーは、スチレン－（エチレン－ブチレン）ジブロ
ックコポリマー、スチレン－（エチレン－プロピレン）ジブロックコポリマー、スチレン
－（エチレン－プロピレン）－スチレントリブロックコポリマー、およびスチレン－（エ
チレン－ブチレン）－スチレントリブロックコポリマーである。
【００３１】
　適切な水素化ブロックコポリマーとしては、例えば、ＫＲＡＴＯＮ（登録商標）（Ｋｒ
ａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ（以前は、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ
の一部門）製）、およびＴＵＦＴＥＣ（登録商標）（Ａｓａｈｉ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）
のような市販のものが挙げられる。水素化ブロックコポリマーの混合物は、水素化ブロッ
クコポリマーの総重量に基づいて１～３０重量％の重量平均アルケニル芳香族含量を有す
る、と明白に予測される。例えば、５０重量部のアルケニル芳香族含量を有する第一水素
化ブロックコポリマー３０グラムと、２０重量部のアルケニル芳香族含量を有する第二水
素化ブロックコポリマー７０グラムとの混合物は、（０．３×５０）＋（０．７×２０）
により算出されるように、２９の重量平均アルケニル芳香族含量を有する。
【００３２】
　水素化ブロックコポリマーは、組成物の総重量に基づいて５０～６０重量％の量で存在
し得る。この範囲内で、ブロックコポリマーは、５２重量％以上の量で存在し得る。また
、この範囲内で、水素化ブロックコポリマーは、５７重量％以下の量で存在し得る。
【００３３】
　高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）は、ホモポリエチレンまたはポリエチレンコポリマー
であり得る。さらに、高密度ポリエチレンは、ホモポリマーおよびコポリマーの組み合わ
せ、異なる融解温度を有するホモポリマーの組み合わせ、または異なるメルトフローレー
トを有すると共に、一般的に０．９４１～０．９６５ｇ／ｃｍ３の密度を有するホモポリ
マーの組み合わせを含んでもよい。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、高密度ポリエチレンは、１２４℃以上、詳細には１２６℃以
上、より詳細には１２８℃以上の融解温度を有する。
【００３５】
　高密度ポリエチレンは、２０グラム／１０分以上および４０グラム／１０分（ｇ／１０
ｍｉｎ）以下のメルトフローレート（ＭＦＲ）を有する。この範囲内で、メルトフローレ
ートは、２５ｇ／１０ｍｉｎ以上であってよい。また、この範囲内で、メルトフローレー
トは、３５ｇ／１０ｍｉｎ以下であってよい。メルトフローレートは、粉末化またはペレ
ット化ポリエチレンを用いて、２．１６キログラムの荷重および１９０℃の温度で、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ１２３８により測定可能である。
【００３６】
　組成物は、組成物の総重量に基づいて３～６重量％の量で高密度ポリエチレンを含んで
よい。この範囲内で、高密度ポリエチレンの量は、３．５重量％以上であってよい。また
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、この範囲内で、ポリオレフィンの量は、５．５重量％以下であってよい。
【００３７】
　適切な加工油の実例は、主にパラフィン系成分からなる炭化水素系油を含む相溶性加工
油である。一実施形態では、加工油は非芳香族系加工油である。
【００３８】
　適切な加工油は、約１００～約１０００の範囲の平均分子量（ＡＳＴＭ　Ｄ２５０２に
より動粘度から算出）を有する。加工油の平均分子量は、常規使用状態での組成物からの
移動を回避するよう選択されるべきである。一実施形態では、加工油の平均分子量は、４
００～８００である。
【００３９】
　適切な加工油の市販例としては、Ｐａｒａｌｕｘ加工油およびＨｙｄｒｏｂｒｉｔｅ加
工油（それぞれ、ＣｈｅｖｒｏｎおよびＣｒｏｍｐｔｏｎから市販されている）が挙げら
れる。
【００４０】
　加工油の実例としては、主にパラフィン系成分からなる炭化水素系油が挙げられる。加
工油は、非芳香族系加工油であり得る。
【００４１】
　適切な加工油は、１００～１０００の範囲の平均分子量（ＡＳＴＭ　Ｄ２５０２により
動粘度から算出）を有する。加工油の平均分子量は、常規使用状態での組成物からの移動
を回避するよう選択されるべきである。加工油の平均分子量は、４００～８００であり得
る。
【００４２】
　適切な加工油の市販例としては、Ｐａｒａｌｕｘ加工油およびＨｙｄｒｏｂｒｉｔｅ加
工油（それぞれ、ＣｈｅｖｒｏｎおよびＣｒｏｍｐｔｏｎから市販されている）が挙げら
れる。
【００４３】
　加工油は、組成物の総重量に基づいて５～１０重量％の量で存在する。この範囲内で、
加工油は、６重量％以上の量で存在し得る。また、この範囲内で、加工油は、９重量％以
下の量で存在し得る。
【００４４】
　上記のように、表面改質剤は、超高分子量ポリジアルキルシロキサン、例えばポリジメ
チルシロキサン、シリカと結合した超高分子量ポリジアルキルシロキサン、ポリオレフィ
ンシロキサン、およびそれらの組合せ、を含む。超高分子量ポリジアルキルシロキサンは
、４００００以上、詳細には１０００００以上、より詳細には２０００００以上の分子量
を有する。ポリジアルキルシロキサンの分子量は、６０００００以下であり得る。超高分
子量ポリジアルキルシロキサンは、マスターバッチ、特にポリプロピレンマスターバッチ
等のポリオレフィンマスターバッチ、の一部として含まれ得る。
【００４５】
　上記の表面改質剤は、ＭＢ－５０（Ｄｏｗ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ製）、Ｇｅｎｉｏｐｌａ
ｓｔ　Ｓ　Ｐｅｌｌｅｔｓ（Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｅ製）およびＴｅｇｏｍｅｒ　Ａ
ｎｔｉｓｃｒａｔｃｈ　Ｌ（Ｅｖｏｎｉｋ製）として市販されている。
【００４６】
　表面改質剤は、組成物の総重量に基づいて３重量％以上の量で用いられ得る。表面改質
剤は、組成物の総重量に基づいて１０重量％以下の量で存在し得る。
【００４７】
　組成物は、着色剤、酸化防止剤、光安定剤等をさらに含んでよい。典型的には、着色剤
は、組成物の総重量に基づいて５重量％以下の量で存在する。他の添加剤は、組成物の総
重量に基づいて１重量％以下の量で存在し得る。
【００４８】
　概して、本発明は、代替的に、本明細書中に開示される任意の適切な構成成分を含み、
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それらからなり、または本質的にそれらからなる、ということが可能である。本発明は、
従来技術の組成物中に用いられるか、あるいはそうでなければ本発明の機能および／また
は目的の達成に必要でない任意の構成成分、材料、成分、補助剤または種を欠いているか
または実質的に含まないよう、追加的または代替的に成すことが可能である。
【００４９】
　以下の非限定的実施例により、本発明をさらに例証する。
【実施例】
【００５０】
　実施例１～７
　表１に示したような基礎組成物レシピを用いて、実施例１～７を作製した。
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【表１】

【００５１】
　基礎組成物を、５重量％の種々の表面改質剤（表２に示した）と、いくつかの場合には
、５重量％のＨＤＰＥ（これも表２に示した）と結合し、いくつかの場合にはＨＤＰＥを
用いなかった。
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【表２】

【００５２】
　処方物を、表３に示す。材料を圧縮成形し、次に、フォード研究所試験方法　ＢＮ　１
０８－０４により、引掻き耐性および傷付き耐性に関して評価した。擦り傷の痕跡の有無
を、視覚的に測定した。明確な円形パターンを「擦り傷（Ｓ）」として等級分けし、不鮮
明な円形パターンを「わずかな擦り傷（ＳＳ）」として等級分けし、円形パターンなしを
「擦り傷なし（ＮＳ）」として等級分けした。擦り傷試験の写真を、図１および２に示す
。
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【表３】

【００５３】
　上記の結果から分かるように、熱可塑性ポリプロピレン組成物において引掻きおよび傷
付きを防止することに、全ての表面改質剤が合格したわけではない。ＨＤＰＥと結合した
超高分子量ポリジアルキルシロキサンまたはポリオレフィンシロキサンのみが、引掻き耐
性を提供することに合格している。
　実施例８
【００５４】
　Ｇｅｎｉｏｐｌａｓｔ　ＳおよびＨＤＰＥを用いる処方物全体を、再処方した。組成物
を表４に示す。量は、組成物の総重量に基づいた重量％である。
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【表４】

【００５５】
　組成物をスラッシュ成形し、上記の擦り傷試験に付した。９００グラムで２５０サイク
ル後、傷跡は観察されなかった。また、組成物を圧縮成形し、標準のフォードの手順書に
沿って５本指引掻き試験を行った。この試験においては、２および３ニュートンで傷跡を
示さなかった。結果を図３に示す。スラッシュ鋳物肌を、ＢＭＷの方式　ＧＳ　９７０３
４－２に沿って指爪引掻き試験に付したが、１５ニュートン力が適用されるまで、傷跡は
観察されなかった。結果を図４に示す。
【００５６】
　実施形態：ポリプロピレン、水素化ブロックコポリマー、３～６重量％の高密度ポリエ
チレン、５～１０重量％の加工油、および超高分子量ポリジアルキルシロキサン、シリカ
と結合した超高分子量ポリジアルキルシロキサン、ポリオレフィンシロキサンまたはそれ
らの組合せを含む３重量％以上の表面改質剤を含み、重量％は組成物の総重量に基づいて
いる、熱可塑性ポリプロピレン組成物。
【００５７】
　実施形態２：ポリプロピレンは、コポリマーである、実施形態１に記載の組成物。
【００５８】
　実施形態３：ポリプロピレンは、粉末化またはペレット化ポリプロピレンを用いて、２
．１６キログラムの荷重および２３０℃の温度で、ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８により測定した
場合に１０分当たり６０～１２００グラムのメルトフローレートを有する、実施形態１ま
たは２に記載の組成物。
【００５９】
　実施形態４：ポリプロピレンは、組成物の総重量に基づいて２０～３０重量％の量で存
在する、上記の実施形態のいずれかに記載の組成物。
【００６０】
　実施形態５：水素化ブロックコポリマーは、水素化ブロックコポリマーの総重量に基づ
いて１～約３０重量％のアルケニル芳香族含量を有する、上記の実施形態のいずれかに記
載の組成物。
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　実施形態６：水素化ブロックコポリマーは、組成物の総重量に基づいて５０～６０重量
％の量で存在する、上記の実施形態のいずれかに記載の組成物。
【００６２】
　実施形態７：表面改質剤は、シリカと結合した超高分子量のポリジアルキルシロキサン
を含む、上記の実施形態のいずれかに記載の組成物。
【００６３】
　本明細書中に開示された範囲の全ては、端点を含み、端点は、独立して互いに組合せ可
能である（例えば、「２５重量％まで、詳細には５重量％～２０重量％」の範囲は、端点
および「５重量％～２５重量％」の範囲の全ての中間値等を含む）。「組合せ」は、ブレ
ンド、混合物、合金、反応生成物等を含む。さらに、「第一」、「第二」等の用語は、本
明細書中では、如何なる順序、量または重要性をも意味せず、むしろ、別の要素から見た
ある要素を意味するために用いられる。「１つの（ａ）」、「１つの（ａｎ）」および「
その（ｔｈｅ）」という用語は、本明細書中では、そうでないと本明細書中で示されない
かまたは文脈により明白に否定されない限り、量の限定を意味せず、単数および複数の両
方を包含するよう意図されるべきものである。接尾辞「（ｓ）」は、本明細書中で用いる
場合、それが修飾する用語の単数および複数の両方を含み、それによりその用語のうちの
１つまたはそれ以上を含むよう意図される（例えば、フィルム（ｆｉｌｍ（ｓ））は、１
つまたはそれ以上のフィルムを含む）。本明細書全体を通しての「一実施形態」、「他の
実施形態」、「実施形態」等への言及は、実施形態と関連して記載される特定の要素（例
えば、特徴、構造および／または特性）が、本明細書中に記載される少なくとも１つの実
施形態に含まれること、および他の実施形態において存在すること、または存在しないこ
とがある、ということを意味する。さらに、記載される要素は、種々の実施形態において
、任意の適切な方法で組み合わせてもよい、と理解されるべきである。
【００６４】
　特定の実施形態を記載してきたが、目下予期しない、または予期し得ない代替物、改変
物、変更物、改良物および実質的等価物が、出願人または他の当業者に生じ得る。したが
って、添付の特許請求の範囲は、出願時および補正時において、全てのこのような代替物
、改変物、変更物、改良物および実質的等価物を包含するよう意図される。
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